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タイトル： 魚類の骨代謝機構：ホルモン及び物理的刺激による調節 
 

魚類には、ウロコという非常に

ユニークな硬組織が存在する。キ

ンギョやメジナなどの真骨類のウ

ロコは、石灰化した骨基質の上に

骨芽細胞と破骨細胞が共存して

いる（図１参照）。そこで私は、ウ

ロコを用いたバイオアッセイシステ

ムを開発した。本セミナーでは、こ

のバイオアッセイを用いて、魚類

の骨代謝に対する①ホルモン及び②物理的刺激に対する応答を解析した結果を紹介する。 

①ホルモン（カルシトニン及び副甲状腺ホルモン）に対する応答 

魚類に対するカルシトニンの作用はネガテイブな報告が多く、魚類におけるカルシトニンの生理作用

については、不明な点が多かった。そこでウロコのバイオアッセイを用いて解析した結果、哺乳類と同様

に破骨細胞の活性を抑制することがわかった。さらに魚類には、副甲状腺は存在しないが、副甲状腺ホ

ルモンは発現している。そこで副甲状腺ホルモンの作用を調べると、哺乳類と同様に RANKL の発現を

上げて、多核への分化を促進することもわかった。 

②物理的刺激（超音波及び微小重力）に対する応答 

超音波は、様々な医療機器に応用されており、用途は多岐にわたるが、微弱な超音波（低出力超音

波パルス：LIPUS）は、骨形成を促進する。LIPUS の作用は、臨床でも使用されており、保険も適用され

ているが、LIPUS の作用機構（特に、破骨細胞に対する作用）については不明な点が多い。そこで、ウ

ロコのバイオアッセイで解析すると、LIPUS 照射直後に、破骨細胞がアポトーシスを引き起こすことがわ

かった。さらに微小重力の応答については、きぼうの国際宇宙ステーションを用いた宇宙実験の成果に

ついて紹介する。わずか 4 日間培養しただけで、破骨細胞の多核化が進行して、ウロコのハイドロキシア

パタイトが破骨細胞により吸収された。 

以上のことから、ウロコという魚類に特有の器官は、骨モデルとして様々な用途に応用できる可能性を

秘めていると思われる。 

 

担当：硬組織疾患制御再建学講座   山下  照仁  


